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平成２４年度京都府ユニットケア施設研修 

（ユニットリーダー研修）実施要領 

１ 目的 

 本事業は、ユニットケア施設(ユニット型介護保険施設及び一部ユニット型介

護保険施設、並びに準ユニットケア加算対象施設またはユニットケアを実施する介

護保険施設をいう。（開設又は実施が確実な施設を含む。以下同じ。）) の職員に対

し、ユニットケア（居宅に近い居住環境の下で、居宅における生活に近い日常の生

活の中で行われる生活単位と介護単位とを一致させたケアをいう。以下同じ）に関

する研修を実施することにより、ユニットケア施設が入居者又は利用者一人一人の

意思及び人格を尊重し、入居又は利用前の居宅における生活と入居又は利用後の生

活が連続したものとなるように配慮しながら、入居者又は利用者が自立した日常生

活を営むことを支援することを目的とする。 

 

２ 実施主体 京都府、一般社団法人京都府老人福祉施設協議会 

 

３ 研修対象者（約３５名） 

 （１）要件 

   ① ユニットケア施設に勤務している職員又は勤務する予定の職員であって、 

    各ユニットにおいて指導的役割を担う者。 

   ② 平成２４年度又は２５年度に開設するユニットケア施設（既に京都府と協 

    議を行っている等開設が確実）に勤務する職員であって各ユニットにおいて 

    指導的役割を担う者。 

 

 （２）研修内容等 別紙の通り 

 

 （３）研修期間等 

講義・演習（３日間）＋施設実習（５日間）＋フォローアップ研修（２日間） 

の全１０日間とする。 

 

① 講義・演習 

   第１日目 平成２４年 ９月１１日（火）京都テルサ東館２F中会議室 

   第２日目 平成２４年 ９月１２日（水）京都テルサ東館２F中会議室 

   第３日目 平成２４年１０月 ６日（土）舞鶴市西駅交流センター(JR西舞鶴駅) 

 



 - 2 - 

  ② 施設実習 

   ◆日時   平成２４年１０月１５日～平成２４年１１月１６日の間に５日間。 

   ◆実習施設 （追ってお知らせいたします） 

   ◆スケジュール等    

    ➢期間内に上記の1施設で連続５日間分の実習とする。 

➢各施設の受入れ人数の関係で、実習日程を調整する。 

 

  ③ フォローアップ研修 

◆日時  平成２５年２月２１日（木）～２月２２日（金） 

◆会場  京都社会福祉会館４階大会議室（詳細は１１月頃に案内の予定） 

 

４ 修了証 

 研修の全科目を受講した者に対し、京都府知事の修了証を交付する。 

 

５ 留意事項 

 （１）参加方法 

   ① リーダー研修に参加する施設の管理者等の要件は以下のとおり 

   (1) 下記の研修修了者（本年度受講予定含む）が現に管理者をしている。 

    ア．平成１５～２２年度の認知症介護研究・研修東京センターの管理者研修 

イ．一般社団法人日本ユニットケア推進センターの管理者研修 

ウ．平成１５～２３年度の京都府実施の管理者研修 

 

   (2) 現任の管理者が上記の管理者研修を受講していない場合は、管理者が、ユ 

     ニットリーダー研修１日目の講義等をオブザーバーとして受講する(修了 

     証はでません)ことで、本研修への参加を認めることとします。 

 

   ② 原則として１施設から２名まで参加できることとするが、申込者が定員を 

    超えた場合は調整する。２名申込みの施設は、申込書に優先順位を記載する 

    こと 

 

   ③ 研修参加者は全日程に参加すること。 

 

 （２）下記の課題提出が修了要件です。（提出期限及び記入様式等は別途通知） 

① 研修開始前 ア．事前提出課題①＋施設平面図   

         イ．事前提出課題②  ※ア・イいずれも8/30に提出 
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② 第３日目  ア．ユニットケア導入･運営計画書（当日提出） 

        イ．施設長とユニットリーダーの対話シート（リーダーが参 

          加している施設の管理者全員 期限は後日連絡） 

        ウ．入居者体験レポート 

③ 施設実習  ア．実習報告書（リーダー） 

④ フォローアップ研修  

        ア．導入・運営計画進捗状況（リーダー） 

        イ．改善プロセスシート（リーダー） 

 

 （３）本研修受講生への支援について（施設長等の皆様へのお願い） 

    本研修は、講義・演習（３日間）＋施設実習（５日間）＋フォローアップ研 

   修（２日間）と約半年間をかけての長丁場の研修であることに加え、期間中、 

   ユニットケア導入運営計画書の作成・実施・評価等、多くの課題に取り組んで 

   いただく必要があり、受講生にとって大変厳しい内容となっています。 

    つきましては、各施設の施設長様をはじめ中間管理職等の皆様に以下の点に 

   ご留意いただき、受講生が本研修の中で貴施設の代表として主体的に取り組み 

   を進めていくことができますよう、受講生への支援をお願い致します。 

  ① 本研修に参加する目的について、事前に受講生に十分説明を行って下さい。 

  ② ２日目修了後、３日目までの間に、必ず面談の機会をつくっていただき、研 

修内容の報告や貴施設におけるユニットケアの今後の取組の方向性などについ 

て話し合って下さい。それらの内容を「施設長とユニットリーダーの対話シー 

ト」として提出していただきます。 

  ③ ユニットリーダーとともに「ユニットケア導入運営計画書」を作成してくだ 

さい。（リーダーが作成した計画を施設の計画として共有化し、実施にあたって、 

リーダーと管理者の役割分担を行ってください） 

  ④ フォローアップ研修までに、「ユニットケア導入・運営計画書」の実施状況に 

ついて、リーダーと評価する機会を作って下さい。 

    以上、大変ご多忙とは思いますが、本研修の目的達成のためにご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

７ 受講費用等 

 （１）受講者は、研修資料費、施設実習費の一部として、受講決定通知後速やかに 

   次の金額を指定の銀行口座に振込むこと。（受講料には研修期間中（ユニットリ 

   ーダー研修の施設実習を除く）の昼食代を含んでいます。） 
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◆ユニットリーダー研修受講料 

    ①京都府老人福祉施設協議会会員施設 ５５，０００円 

    ②会員以外の施設          ６５．０００円 

◆１日目のオブザーバー参加（管理者）  ５．０００円 

◆懇親会参加費（１人）         ５，０００円 

※懇親会（情報交換会）は研修１日目の９月１１日の講義終了後に、京都テルサ

内レストラン朱雀で行う予定です。参加者の交流を促進し、本研修の演習をス

ムーズに進める観点から、特段の理由のない限り、ご参加いただきますようお

願い致します。 

 

 （２）研修テキスト 

本年度よりテキストが新しくなったため、参加者全員が購入すること。研修初

日に受付にて販売するので、受講申込書に購入冊数を記入してください。 

◆書名  ユニットケア研修テキスト ～施設運営の４つのポイント～ 

◆編集  一般社団法人 日本ユニットケア推進センター 

◆価格  ２，９４０円（税込み） 

 （３）研修会場への交通費、宿泊費は、受講者負担となります。施設実習期間の食 

   費は、各実習施設に直接支払うこと。 

 （４）本研修の参加に関して、宿泊施設の斡旋紹介は行いませんのでご了承下さい。 

 

８ 受講申込み 

   受講希望施設は、別紙申込書に必要事項を記入し、 ８月１０日（金）までに、 

  京都府老人福祉施設協議会事務局（Fax ０７５－８０２－４６９９）までファッ 

  クスでお申込み下さい。受講要件を確認の上、受講決定を行い８月２１日（火） 

  に受講者に通知します。希望者多数の場合、受講をお断りする場合がございます 

  のでご了承下さい。 

 

９ 問合せ 

   内容等に関するお問合せは、下記へお願いします。 

◆ 齊藤裕三  特別養護老人ホーム神の園 

    （℡：0774-94-4125  Email：kaminosono.sy.1965@jewel.ocn.ne.jp） 

◆ 京都府老人福祉施設協議会 事務局 

（℡：075-802-4642  Email：furoukyo@mpd.biglobe.ne.jp） 
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（別紙） 

【平成２４年度 ユニットリーダー研修】 

月日 時間・形式 テーマ ねらい 講師等 

９：３０～ 
開講式 

オリエンテーション 
 

京都府 

府老協 

１０：００～ 

１２：００ 

（１２０分） 

講義・演習 

ユニットケアの理念と意義

～ユニットケア導入・実践

の課題～ 

個別ケアを推進する一手法であるユニ

ットケアの理念・意義について学ぶ。ま

た、ユニットケア実践における工夫や課

題について学ぶ。 

特養・老健・医療施設ユ

ニットケア研究会 

代表武田 和典氏 

１３：００～ 

１６：３０ 

（２１０分） 

講義・演習 

高齢者の生活とその環境 

 

高齢者の生活を支える環境（居住）につ

いて、家庭的・心理的に安定が得られ

る環境の作り方について学ぶ。 

大阪市立大学大学院 

生活科学研究科 

准教授 三浦 研 氏 

１６：３０～ 

１７：４０ 

（７０分） 

講義・演習 

ユニットケア実践の課題と

工 夫 Ⅰ（ユニットケアの導

入 ・実 践 におけるリーダー

の役割） 

ユニットケアの導入から現在までの経緯

や運営上の工夫及び課題等を振り返り

ながら、ユニットケア実践のためにリーダ

ーとして必要な知識、リーダーシップ、

職員間の連携等の方法について学ぶ。 

山口奈緒美氏 

（はぎの里） 

研修委員 

９ 

月 

１１ 

日 

)

火

(  

１８：３０～ 

２０：００ 

懇親会 

（情報交換会） 
  

９ 

月 

12 

日 

)  

水 

(  

０９：００～ 

１６：３０ 

（３９０分） 

講義・演習 

ユニットケア実践の課題と

工夫Ⅱ 

①自分の住まいと思えるような環境作り

（ハード）②入 居 者 の暮 らしの継 続 と

支援 方法（ソフト）③入居者の暮らし

を支える仕組み（システム）をテーマと

して、実践事例から、課題や具体的な

導入・実践方法を学ぶ。ポイントごとに

話 を展 開 し自 施 設 の悩 みや課 題 を

整理し、導入運営計画が立案できる

ようにする。 

特養・老健・医療施設ユ

ニットケア研究会 

代表 武田 和典氏 

 

小巻和正氏（丹後園） 

松尾隆昭氏（神の園） 

大槻直史氏 

（第二松寿苑） 

研修委員 

10 
月 
６
日 

)

土 

(  

９：３０～ 

１６：３０ 

（３６０分） 

演習 

ユニットケア実践の課題と

工夫Ⅲ 

自施設で作成したユニットケア導入運

営計画書について、グループ討議を行

い、課題や工夫等について検討する。 

特養・老健・医療施設ユ

ニットケア研究会 

代表 武田 和典氏 

研修委員 

 


